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北海道から東北K移って 3年近く K在る。事務局から原稿を依頼されて、現在北海道K対して

自慢できるものがほとんど左いことが残念である。それは現実の草地Vてないても草地の研究Kな

いてもである。しかし左がら、北海道が持つ高い草地研究の水準は、北海道のヒンターランドと

無縁のものでは左い。す左わち、北海道の産業の中K占める草地農業のウエイトが東北よりはる

かK大きい。とのととが研究面K反映しているととは否め左い事実で・あろう。

東北地方も今後Kなけるわが国の食糧基地として目されているが、農業溝造は北海道よ bはる

かK複雑であり、自然的社会経済的条件Kょb水稲や畑作、畜産等の多岐Kわたる部門が零細左

規模の中K入b組んでいる。北海道が持つエキソ。チック左田園景観は農業をとりまく諸条件が内

地よ b欧米型の草地農業を受け入れ易いということの証拠であるとみることができょう。す左わ

ち、北海道K沿いては、欧米型の草地農業をモデフアイしてでも通用する面があるが、内地Kな

いてはすべてを創出し、 ドメステイクイトしてゆか左ければ左ら左いのである。内地Kなける数

多くの公共草地Kみられる技術的不安定性は直入技術に対する拒絶反応であるよう K考えられる。

このため、研究面Kないても地味で地道左ものと左らざるfを得左い。

周知のどとし東北地方はかつてわが国Kなける馬産の中心地であb、牧野K関しては古い歴

史を持っている。しかし左がら、現在北上山系左どK展開しようとしている草地農業は、馬産時

代の牧野経営とは異質左ものである。それは、低開発地山系の開発という言葉で象徴される開墾

事業や敗戦直後Kテスト失敗済の開拓政策的農業であっても左ら左いだろう。省力化、近代化の

名の下K、ところかまわず大型の機械を入れてゆく画一的左機械化農業であっても在らないだろ

う。東北の山地や傾斜地で左ければ出来まいような新らしい農業とはどん左ものだろうか、とい

うととを真剣K考える必要があると思われる。

北海道時代は自分の専門分野忙ないては、常K先頭を走っているという自負と誇bが心底Kあ

った。オリンピックは参加するととに意義があるかも知れ左いが、研究は先頭を走るとと忙意義

がある。内地Kなける草地研究のコースは北海道と若干違うよう左気がする。究極的Kは同じゴ

ーノレを目指しているのだが大変困難左コースのように思われる。牛歩のよう左一歩でも先頭を進

みたいと念願している。
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